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【はじめに】  

 

 

１ 趣旨  

 

 平生町教育委員会では、第四次平生町総合計画において、「みんなの笑顔が輝くまち」

という基本目標のもと、子どもたちの笑顔が輝くまちづくり、生きがいに満ちたまちづく

りの基本政策により、具体的な事務事業に取り組んでいます。  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）の一部改正により、

全ての教育委員会は、効果的な教育行政を推進するために毎年、その権限に属する事務の

管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、住民への説明責任を果たすことが求め

られており、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表すること

となっています。  

 そこで、本町教育委員会では、法の趣旨に則り、効果的な教育行政を推進するとともに、

町民の皆様への説明責任を果たすため、平成２５年度の事務事業について、点検・評価を

実施し、報告書にまとめました。  

 

 

 

 

 

  ＜参考＞  

  

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄）  

   

  （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）   

 第２７条   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定によ

り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規

定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行

の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。  

  ２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学   

  識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  

 

 

 

 

 

 

２ 点検・評価の対象及び期間  

 

 点検・評価の対象は、「平成２５年度平生町の教育」基本方針の努力点及び「平成２５

年度各課の基本的な考え方」の重点事項、その他の主要な事業を対象としました。  

  点検・評価の対象期間は平成２５年４月から平成２６年３月までの事業です。  
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３ 点検・評価の方法  

 

 今年度は、評価の２年目となり、自己評価と併せ、新たに外部評価を実施しました。  

 法第２７条第２項の規定による教育に関し学識経験を有する者の知見を活用するため、

教育委員会事務局が実施した自己評価による点検・評価の結果について、「平生町教育行

政評価委員会」を設置し、下記の３名の委員から所見等をいただきました。  

 

                                （敬称略）  

氏    名  所 属 等  

清 時   学  光輝病院事務次長  

中 田 政 明  ひらお保育園長  

山 本 茂 利  元市職員  

 

 

４ 実施フロー  

 

 

事務事業の担当課評価（ ７月 ）  

 

 

             ↓  

 

 

９月議会（決算認定）（ ９月 ）  

 

 

             ↓  

 

 

外部評価委員による評価（ １１月 ）  

 

 

             ↓  

 

 

教育委員会会議（ １２月 ）  

 

 

             ↓  

 

 

議会へ報告・公表（ １２月・１月 ）  
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５ まとめ  

 

 教育委員会の所管する事務の点検・評価については、平成２５年度から教育委員会独自

の自己評価（内部評価）により開始し、今年度は外部評価委員（教育行政評価委員）によ

る評価を新たに加え、対象事務事業の成果等を客観的に点検・評価しました。  

 

平成２５年度の学校教育の基本方針「未来を拓く たくましい『平生っ子』の育成」に

基づき、学力の向上や小中連携をはじめとしたソフト事業の充実と安全・安心な教育環境

の整備を柱とし、事務事業を推進しました。  

また、社会教育の基本方針は「学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果

活用の促進」とし、青少年健全育成活動、人権教育、生涯学習、生涯スポーツ、文化活動

の推進、読書に親しむ環境づくりに努めました。  

今回、学校教育及び社会教育の主要な２５事業について、まず、事業の必要性、有効性、

経済・効率性、目標達成度の視点でもって、内部評価を行いました。各事業は目標どおり、

あるいはほぼ目標どおりに進捗しているという評価をし、この内部評価をベースに教育行

政評価委員による評価が行われました。  

教育行政評価委員からは、個別事業について、それぞれ意見が出されました。また、教

育行政全般については、次のような意見が出されました。  

・家庭・学校・地域の連携により、子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで見守り、支

えており、今後の教育のあり方としていい方向に向かっていると思う。  

・学校教育、社会教育とバランスのとれた教育行政が進んでいる。教育行政のさまざま

な取組の情報を提供、発信し、地域の皆さんにも関心をもっていただき、さらに盛り上

げていただきたい。  

・多くの行事への参加により親子ともども多忙であることがうかがえる。家庭での親子

のふれあいの時間を持つように、行事のあり方も検討されてはいかがか。  

 

 

個別事業に対する委員の意見を踏まえながら、上記の全般的な意見を次年度以降の施策

の展開に生かすとともに、今回、初めての外部評価であるため、手法等にも検討を加えな

がら、より実効性の高い的確な評価としていきたいと考えています。  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  校  教  育 



（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 学校施設耐震化事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

- 3,036 38,013

事業の評価

内部評価 A

- - 35,690

事業の目的 　学校施設の耐震化を促進し、児童・生徒の安全を確保する。

事業の内容

・耐震補強工事
　平生中学校普通教室棟の耐震補強工事を実施。
・実施設計
　平成２６年度に実施する平生小学校普通教室棟及び管理棟の耐震補強実施設計を実施。

　平生小学校、平生中学校

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等
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□さらに重点化する □現状のまま継続する ■見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　本町の小・中３校全体の校舎数は１４棟であり、平成２４年度末現在、耐震性有りの校舎が９棟
で、耐震化の必要な棟数が５棟となっている。耐震化の必要な校舎のうち、平生中学校普通教室
棟について耐震補強工事を実施し、その結果、本町の学校施設耐震化率は平成２５年度末で、７
１．４％となったが、耐震化率においては、県下では下位にある。
　耐震化の必要な校舎のうち、平生小学校普通教室棟及び管理棟については、２５年度に耐震補
強実施設計を実施したことにより、前倒しが可能となり、繰越事業として平成２６年度の早期に工
事に着手し、夏休み中あるいは２学期早期の完成が可能となった。
　このことにより、平成２６年度末の耐震化率は８５．７％となる見込みである。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 早期耐震化完了を目指し、計画通り進めてほしい。

5



（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 学校施設整備事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

21,926 26,279 21,947

事業の評価

内部評価 A

16,951 13,600 5,000

事業の目的 　学校施設の整備を促進し、園児や児童・生徒の学習環境の安全を確保する。

事業の内容

・工事
　○佐賀小学校：プールの循環装置の改修及び循環管路の改修
　○平生中学校：普通教室棟屋根防水改修、普通教室棟３階トイレ改修、学校周辺防犯灯設置
・修繕
　各小中学校及び幼稚園において、老朽箇所、破損箇所等の修繕を実施。

　幼稚園、小学校、中学校

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　校舎の老朽化が進み、改修工事、修繕の必要な箇所が増えている中、年次的に工事・修繕を実
施することにより学習環境の安全を確保している。
　生活様式の変化に対応するため、平生中学校においては、トイレの洋式化を実施した。また、防
犯の観点から学校周辺に防犯灯を設置し、部活動などで日が暮れてからの下校時の安全確保に
貢献している。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見

学校施設の老朽化が進み、特に、中学校は築４０年
以上経過しており、改修が必要と思われる。児童生
徒の安全、健康に配慮した、快適な環境整備を進め
てほしい。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 遊具点検・改修事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

2,555 1,543 1,118

事業の評価

内部評価 A

- - -

事業の目的
　専門業者による遊具点検を実施し、修繕が必要な箇所については、改修を実施し、園児や児童
の安全を確保する。

事業の内容

・遊具点検
　専門業者による点検を実施。
　○佐賀小学校：19遊具
　○平生小学校：12遊具
　○平生幼稚園：14遊具
・遊具改修
　○佐賀小学校：4遊具（シーソー、平均台、ジャングルジム、バスケットリング支柱部変形修理）
　○平生小学校：3遊具（滑り台、鉄棒、逆上がり補助器）
　○平生幼稚園：3遊具（ブランコ、シーソー、チェアシートブランコ）

　幼稚園　小学校

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

・遊具点検
　点検手法は、目視、触診、打診等により劣化状況を確認する。木部については、腐食状況を確
認する。軽微な補修は、受託者が行い、受託者は、遊具点検表、配置図を作成し、結果報告書を
提出する。判定は、ＡからＤの４段階で判定する。
・遊具改修
　遊具点検判定結果により、修繕の必要な箇所については、速やかに改修を実施し、園児や児童
の安全確保に資することができている。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
園児・児童の安全確保のため、定期的な点検、補修
を継続して進めてほしい。また、体力づくりの観点で
の新たな遊具の設置も検討されたい。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 幼・小・中の連携を重視し、確かな「生きる力」を育てます

事業名 学力向上推進事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

328 404 407

事業の評価

内部評価 A

- - -

事業の目的
　学力向上を図るために、児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握・分析することに努め、課
題解決に向けて、学校と家庭・地域等が一体となった取組を推進する。

事業の内容

・標準学力調査
　２２年度から実施。児童生徒の学習到達度を評価する。個人成績、学校用の資料提供を受け
る。２５年度は、新たに小学３年生を加えて実施。
＜対象学年、教科＞
○小学３年生　国語、算数　　○小学４年生　国語、算数　　○小学５年生　国語、算数、理科
○中学１年生　国語、数学　　○中学２年生　国語、数学、理科
・家庭学習啓発パンフレット作成・配布
　家庭学習のポイントを学年別に記載し、確かな学力育成のために、学校と家庭が連携し取り組
むための指針として作成。（毎年度、新１年生分を作成・配布）
・生活習慣啓発パンフレット作成・配布
　家庭教育５つのポイントとして、「基本的な生活習慣を身につけましょう」「ルールを守りマナーを
身につけましょう」「家族でのふれあいを大切にしましょう」「家庭での学習習慣を身につけましょう」
「地域でいろいろな体験活動をしましょう」を明記したものを作成。（毎年度、新１年生分を作成・配
布）

　児童生徒およびその保護者

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

・標準学力調査
　小学校６年生と中学校３年生を対象に実施される全国学力・学習状況調査と併せて児童生徒一
人ひとりの学力の定着状況を継続的に把握することができる。また、児童生徒の学力定着状況を
もとに、教員の授業改善や家庭と連携した学力向上の取組に生かすことができた。
・家庭学習啓発パンフレット作成・配布
　100部作成。小学校新１年生に配布。家庭学習を進める上でのエッセンスが詰まっている。各学
校ではこれを基に、より具体的に家庭学習の進め方について指導し、学力の向上に努めた。
・生活習慣啓発パンフレット作成・配布
　小学校新１年生に配布。家族みんなで家庭教育の在り方を振り返り、共通認識の上に立って家
庭生活の充実につながっている。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
校内テストのほか、外部の学力調査を実施すること
で、客観的な学力評価ができており、さらなる学力
の向上に努めてほしい。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 学校支援員派遣事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

■十分できている　　　□できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

3,696 5,636 5,659

事業の評価

内部評価 A

- - -

事業の目的 　児童・生徒の個の特性に応じたきめ細かな対応を行う。

事業の内容

・１年生対応
　（平生小３名配置）（1日４時間、週３～４日、時給８１０円）
　落ち着いて授業を受けることのできない、また、理解の困難な１年生児童の個別指導
・特別支援学級対応
　（佐賀小１名、平生小３名、平生中２名配置）（1日５時間、週５日、時給８１０円）
　特別な配慮を必要とする児童生徒への個別指導
・学校図書担当
　（佐賀小・平生小・平生中兼務１名配置）（１日４時間、週５日、時給８１０円）
　図書室管理ソフトへの入力作業、廃棄手続き、本の紹介、本の企画展示など

　児童・生徒

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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■さらに重点化する □現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　「一人ひとりの状態に応じたきめ細かな指導を行うことができ、学習習慣の定着に繋がった。
個々の特性に応じたきめ細かな配慮ができ、子どもたちとの信頼関係も増してきた」などの声が学
校からあがっている。保護者や学校からの高い評価をうけ、要望も強い事業である。
　司書教諭は配置されているが、あくまでも教諭との兼務であり、授業との関係で図書室に係わる
時間が限られているため、図書担当としての支援員の配置は重要な役割を担っている。
　学校全般にわたり校務が多様化、複雑化している中で教員が児童・生徒と向き合う時間の一層
の確保のためにも重要な事業である。
　平成２５年度からは、佐賀小学校も兼務となり、十分な支援をすることが困難になってきており、
拡充の必要がある。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
個に応じたきめ細かな指導、学習習慣の定着など
成果を上げている。今後も重点的に取り組んでほし
い。国などの財政的な支援を要望する。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 家庭・地域とのつながりを深め、信頼される学校を創ります

事業名 コミュニティ・スクール推進事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

■十分できている □できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

241 272 350

事業の評価

内部評価 A

- - -

事業の目的
　コミュニティ・スクールに指定することで、家庭・地域とのつながりを深め、特色のある開かれた学
校づくりを推進する。

事業の内容

・コミュニティ・スクール推進事業
　学校運営協議会を設置し、校長の学校運営方針について、議決を得ながら、学校運営を進めて
いく。運営協議会委員は、有識者、地元代表、保護者代表、学校関係者の中から教育委員会が任
命。学校は運営協議会での意見を尊重し、学校運営に生かしていくことで、地域と連携した特色の
ある学校づくりを推進している。
　平成２０、２１年度に平生小が文部科学省の研究指定、２２年度から佐賀小、平生小を、２４年度
から平生中を町指定。コミュニティ・スクール推進事業交付金として上限額を２０万円とし、学校の
要望に応じ補助している。

　佐賀小学校、平生小学校、平生中学校

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平生小、佐賀小では年間、概ね５回程度の学校運営協議会を開催し、学校、家庭、地域が連携
を深め、協力して地域の子どもを育てる体制が定着しつつある。また、本町では地域協育ネット（学
校支援地域本部事業と放課後子ども教室）も実施しており、学校支援ボランティアと一体となった
取組となっている。地域の講師、放課後の見守り、登下校時の見守り、学校環境整備など地域の
活力を生かした取組が増えている。
　２４年度に指定した平生中においても、学校運営協議会の設置を機会に、授業公開をしたり、学
校や生徒の状況等について説明し、協議を深めるなどして、成果をあげている。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
学校と家庭・地域との連携を深める必要な事業であ
る。今後も継続、もしくは重点的に進めてほしい。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 幼・小・中の連携を重視し、確かな「生きる力」を育てます

事業名 生徒指導環境整備事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

18 18 1,151

事業の評価

内部評価 A

- - 512

事業の目的
　園・学校間の連携によるつながる子どもの育ちに向けた取組を充実するとともに、学校における
生徒指導、教育相談体制を充実させ、児童生徒の心の成長を促す指導を推進する。

事業の内容

・幼保小中連絡協議会
　心豊かでたくましい「平生っ子」の育成をめざして、園・学校関係者により年３回の協議会や公開
保育・授業公開により情報交換を実施。
・小中合同研究授業、出前授業
　小中９年間を見据えた教育を推進するために、小中学校教員参加の合同研究授業や中学校教
員の小学校への出前授業を実施。
・ＱＵ、ｈｙｐｅｒ-ＱＵ（楽しい学校生活を送るためのアンケート・よりよい学校生活と友達づくりのため
のアンケート）
　不登校やいじめの未然防止や学校内の人間関係の把握・改善のために、小学５・６年、中学１～
３年を対象にアンケート調査を実施。
・ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）
　課題のある児童生徒や家庭への支援のために、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）を平生中
学校に配置。

　佐賀小学校、平生小学校、平生中学校

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

・幼保小中連絡協議会
　園・学校関係者が連携し、取組の成果やそれぞれの課題、子どもたちの状況等について情報交
換・協議を深め、全町あげての取組となっている。
・小中合同研究授業、出前授業
　小中の教員同士のつながりが円滑になるとともに、小学校高学年の子どもたちが抱える中学校
での生活や授業への不安を解消する点でも有効である。
・ＱＵ、ｈｙｐｅｒ-ＱＵ(楽しい学校生活を送るためのアンケート・よりよい学校生活と友達づくりのため
のアンケート）
　担任による学級の子どもたちの人間関係の把握と併せてアンケート調査を実施し客観的な結果
を得ることにより、学級経営や授業づくりに生かすことができている。
・ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）
　課題のある児童生徒や家庭への支援のために、全校体制で取り組んでいるところであるが、社
会福祉士という専門的な立場からの助言や家庭支援のための具体的な働きかけにより、学校との
情報共有を図り、成果をあげている。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
ＱＵ、ｈｙｐｅｒ-ＱＵの検査結果をしっかり活用してほし
い。
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 幼・小・中の連携を重視し、確かな「生きる力」を育てます

事業名 キャリア教育推進事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

■十分できている　　　□できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

- - -

事業の評価

内部評価 A

事業の目的 　児童生徒一人ひとりの自己にふさわしい生き方を実現しようとする意欲・態度や能力を育む。

事業の内容

・キャリア教育講演会
　中学校において、夢や希望を持ち、一人の社会人として自立できるよう、自分にふさわしい生き
方を実現しようとする意欲や態度、能力を育成することをねらいとして、「ふるさとの先輩から学ぶ
講演会」としてのキャリア教育講演会を実施。
・総合学習推進
　小・中学校における総合的な学習の時間における自然体験やボランティア活動などの社会体
験、ものづくり、生産活動などの体験活動などの充実を図るために実施。
・ふれあい教育推進
　小・中学校において、児童生徒相互のつながりや児童生徒と地域とのつながりを深めるための
各校の特色ある取組の充実を図るために実施。

　児童生徒

842 860 860

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

外部評価 Ａ 評価委員意見
キャリア教育講演会は、先輩社会人からさまざまな
話を聞くことで、進路や生き方の指針を得るいい機
会となっている。継続して取り組んでほしい。

判定説明考察

・キャリア教育講演会
　キャリア教育の充実のために、豊かな人間性の育成、望ましい勤労観・職業観の育成、学習意
欲と学力の向上、社会的自立の促進等が求められており、平成２３年度から始めている本事業
は、これまで本町出身の元プロ野球選手、元テレビプロデューサー、国家公務員の方々に講演い
ただいている。生徒にとって、継続的に先輩社会人からさまざまな分野における取組を聞くことは、
今後の自分自身の進路や生き方の指針を得る貴重な機会となっている。
・総合学習推進
　小・中学校において、子どもたちの実情や興味関心を生かした体験活動等を展開するために、教
育活動の見直し・改善を図るとともに、講師招聘や教材開発・教具準備等の充実に向けての支援
を得ることは有効である。
・ふれあい教育推進
　少子化や人間関係の希薄さが課題とされる中にあって、小・中学校におけるふれあい教育の充
実は欠かせないものである。ふるさと平生を意識した特色ある教育活動を展開するためにも、豊か
なふれあいの場をつくるための支援を得ることは有効である。

事業の方向性
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 外国語教育推進事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

- - -

事業の評価

内部評価 A

事業の目的 　英語教育の充実と国際理解教育を推進する。

事業の内容
中学校における外国語授業の担任の補助、小学校における国際交流事業の援助（英語でのゲー
ム、簡単な英会話）。時間単価３，０００円。
　1日４時間～５時間、週５日勤務、金曜日は１月４回のうち、平生小、佐賀小各２回。

　児童・生徒

2,463 2,268 2,310

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

外部評価 Ａ 評価委員意見
英語教育と国際理解を進める上で必要な事業であ
る。継続して取り組んでほしい。

判定説明考察

　小学校では学習指導要領により、平成２３年度から外国語活動が必修化になった。週１時間、年
間３５時間。これは技術を習得するものではなく、コミュニケーション能力の育成を目的としている。
また、県では教育活動を展開するに当たっての基軸の一つとして「コミュニケーション能力を育む教
育」を挙げており、小学校における外国語活動や中学校における外国語授業での英語指導助手
の果たす役割は大きい。

事業の方向性
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 就園支援事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

299 389 489

事業の評価

内部評価 A

事業の目的 　保護者の経済的負担を軽減する。

事業の内容

・私立幼稚園就園奨励事業
　私立幼稚園が授業料等の減免をした場合に、私立幼稚園の設置者に対し補助する。
・平生町立幼稚園授業料減免事業
　平生幼稚園に通園する園児のいる経済的に困難な家庭に対し、授業料を減免する。

　私立幼稚園設置者、園児の保護者

1,362 1,698 1,974

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

外部評価 Ａ 評価委員意見 継続して取り組んでほしい。

判定説明考察 　保護者の経済的負担の軽減のため、必要不可欠な事業となっている。

事業の方向性
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 就学援助事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

212 378 355

事業の評価

内部評価 A

事業の目的 　保護者の経済的負担を軽減する。

事業の内容

・就学援助事業
　小中学生の児童生徒を持つ経済的に困難な家庭に対し、教育関係経費（学用品費、給食費、修
学旅行費用など）の一部助成をする。
・特別支援教育就学奨励事業
　障害のある児童生徒が特別支援学級等で学ぶ際に必要な教育関係経費（学用品費、給食費、
修学旅行費用など）の一部助成をする。

　小中学校の児童生徒を持つ要保護、準要保護世帯

13,956 15,259 14,537

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

外部評価 Ａ 評価委員意見 継続して取り組んでほしい。

判定説明考察

　学校教育法第１９条において、「経済的理由によって就学困難と認められる学齢児童生徒の保
護者に対しては、市町は必要な援助を与えなければならない」とあり、教育の機会均等の精神に
基づき、すべての児童生徒が義務教育を円滑に受けることができるように配慮し、実施しなければ
ならない事業である。
　保護者の経済的負担の軽減のための助成事業については、必要不可欠な事業となっている。

事業の方向性
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（課名）

学校教育の
基本方針

未来を拓く　たくましい「平生っ子」の育成

努力点 安全・安心な教育環境を保障し、学校・地域を愛する心を育てます

事業名 通学費支援事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

■十分寄与する □概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

- - -

事業の評価

内部評価 A

事業の目的 　保護者の経済的負担を軽減する。

事業の内容

・義務教育小学校児童及び中学校生徒の通学費助成事業
　児童は片道２キロ、生徒は片道６キロが対象。個人負担が１万円を超える金額を町が補助する。
　自転車通学については、６キロ～９キロ未満は39,000円、９キロ以上は43,000円を補助する。
・自転車通学用ヘルメット補助事業
　中学校に自転車通学する生徒に、自転車通学用ヘルメット代として1,400円を補助する。
・通学用安全ベスト補助事業
　中学校に通学する生徒に、通学用安全ベスト代として500円を補助する。

　バス通学、自転車通学の児童生徒

2,524 2,523 2,289

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 学校教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

外部評価 Ａ 評価委員意見
継続して取り組んでほしい。現行の制度になり、か
なりの年数を経過していることから、補助内容等を
検証されたい。

判定説明考察
　保護者の経済的負担の軽減のための助成事業については、教育の機会均等、義務教育の円滑
な推進を図るために必要不可欠な事業となっている。

事業の方向性
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 青少年健全育成活動を推進します

事業名 地域協育ネット事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている □できている ■あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等

事業の目的

　学校のニーズに応じた地域住民による学校支援ボランティア活動により、地域全体で学校を支
援する体制づくりを目指す。学校の校庭や教室等を子どもたちの安全で安心な活動拠点として開
放し、放課後や週末において子どもたちがスポーツや文化活動、学習等の様々な活動をすること
を推進する。

事業の内容

・学校支援地域本部事業
　地域より学校支援ボランティアを募り、学校支援コーディネーターや直接学校からの依頼により、
学習支援、環境整備、安全管理等のボランティア活動に取り組む。
・放課後子ども教室事業
　各教室ごとにコーディネーターと安全管理員で活動内容を検討し、スポーツや文化活動、学習等
を児童に指導する。　具体的には、「ふれあい工作活動」、「佐賀ふれあい教室」、「友遊スポーツ
教室」、「中央児童館クラブ」を開設している。

　町内小中学校

1,378 1,408 1,418

事業の評価

内部評価 Ｂ

918 938 939
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■さらに重点化する □現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　学校支援活動実績としては、学習補助　125回　688名、環境整備　102回　368名、安全見守り
407回　3,015名、学校行事　6回　79名、部活動　153回　235名、総計で793回　4,385名となってお
り、前年度より1割程度増加している。学校の事業に組み入れるなど要望は増加しているが、支援
ボランティア員は微増となっている。今後も支援ボランティアを増やしていきたいと考えるが、ボラン
ティアに対して参加に向けた動機付け等の工夫が必要である。　学校によって温度差があり、全て
の学校で積極的にこの仕組みを活用してもらえるよう、求めていく必要がある。
　放課後子ども教室の活動実績は、ふれあい工作活動　14回　577名、佐賀ふれあい教室　14回
260名、友遊スポーツ教室　10回　153名、中央児童館クラブ　126回　2,196名で開催回数は前年度
とほぼ同じで、人数は若干増加しているが、相対的にみるとほぼ横ばいと考える。支援員や個々
の教育活動サポーターが毎回趣向を凝らして企画する内容で、子どもたちにとっては、学校の授
業とは違う雰囲気の中で様々な体験ができる。また子ども達だけでなく地域の人にとっても貴重な
経験となっている。毎回、教育活動サポーターの人とふれあう中で、子どもたちとの親近感が増し、
学校以外の場所でもあいさつや声かけをできる関係ができている。
　なお、子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで見守り、支援する「平生町地域協育ネット」が平成
25年度優れた「地域による学校支援活動」推進にかかる文部科学大臣表彰を受賞した。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
地域で子どもの育ちに関わりを持っている証であり、
大いに評価する。今後も継続して取り組んでほし
い。

29



（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 青少年健全育成活動を推進します

事業名 未来を担う平生っ子の育成促進事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的
　青少年健全育成活動を地域で展開する町民会議地区会議に対しての取り組みを支援することに
より、真に心の豊かな平生っ子の育成を図る。

事業の内容
　平成24年度新規事業で、青少年育成町民会議地区会議が実施する活動（スポーツレクリエー
ション活動、文化・学習活動、その他コミュニティ活動）を活性化するために助成金を交付する。

　青少年育成町民会議地区会議

- 69 73

事業の評価

内部評価 Ｂ

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平成25年度は7つの地区会議すべてで、事業が実施できた。なかでも竪ヶ浜地区会議で実施し
たどんど焼きは、まち・むら地区会議と合同での開催であったため、他地区との交流も図ることが
できた。
　まち・むら地区　ケーキ作り、宇佐木地区　どんど焼き、竪ヶ浜地区　どんど焼き、大野地区　餅
つき大会、曽根地区　クリスマス会、佐賀地区　餅つき大会が実施され、この事業の趣旨に沿った
人材育成と三世代交流が十分行われたと思われる。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
他の類似活動なども併せて、継続して取り組まれた
い。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 青少年健全育成活動を推進します

事業名 子ども会育成連絡協議会活動支援事業（やまぐちしょういん学校助成金事業）

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的
　少子化や子どもたちを取り巻く社会情勢の変化により、減少傾向にある子ども会員数に歯止めを
かけ、子ども会活動を活性化する。

事業の内容

　子ども会の活性化を図るために行われる町子ども会育成連絡協議会の活動支援をするための
補助金を交付する。
　平成25年度においては、青少年育成町民会議の地区会議の指導を受けて交通安全及び防犯手
書き看板の作成、創作活動として長い巻き寿司づくり、自然の中での遊びを学ぶネイチャーゲーム
に対して支援する。

　平生町子ども会育成連絡協議会

- 500 345

事業の評価

内部評価 A

- 500 345

32



□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　交通安全及び防犯手書き看板作成では、町民会議の各地区会議の指導により、各地区におい
て手書き看板を作成し、通学路等に設置したことで、子どもたち自身の意識付けや、地域住民へ
の啓発が図られた。参加者は子ども会加入児童、育成者、指導者の約80名。
　創作活動においては、平生町の特産品であるブルーベリーを使って長い巻き寿司を作った。ひと
つの目標に向けて、学年・校区をこえた交流により、子ども会の活性化が図られた。参加者は子ど
も会加入児童、育成者、指導者の77名。
　ネイチャーゲームにおいては、サザン瀬戸シェアリングネイチャーの会の指導により、子どもたち
は自然を楽しみ、自然と遊び、自然から学ぶことができた。参加者は子ども会加入児童、育成者、
指導者の28名。
　なお、この事業の財源としては、山口県ひとづくり財団の「やまぐちしょういん学校助成金」を全額
充当することができた。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
少子化の中、子ども会活動が停滞することのないよ
う、地域がもっと子ども会活動に目を向けるべきであ
る。継続して取り組んでほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 人権教育を推進します

事業名 人権教育総合推進地域事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等

事業の目的
　学校、家庭、地域社会が一体となった人権教育の総合的な取り組みを県教育委員会との連携・
協力のもと推進し、地域社会全体で人権意識を培い、人権尊重の精神を高め、一人ひとりを大切
にした教育の充実に資する。

事業の内容

　本事業は文部科学省の事業で、県教育委員会が受けて平生町が再委託を受けて行うもので、
平成２５年度から３ヶ年の委託事業である。
　一年次の取り組みとして、町ぐるみで地域の子どもを見守っていくための組織づくりと、子どもた
ちの実態と課題を洗い出すために「平生っ子アンケート」を実施する。

　町民

- - 800

事業の評価

内部評価 Ａ

- - 800
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■さらに重点化する □現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　事業推進のための組織として「平生町人権総合推進会議」を組織して、調査研究テーマを定め、
実務担当者会議において「平生っ子アンケート」を作成し、町内すべての小・中学校及び幼稚園に
おいて実施した。その結果から課題を洗い出し、次年度の重点目標を導き出した。
　その他、平生町人権学習講座や人権講演会、学校での人権参観日等における人権講演会を実
施し、町民の人権意識の啓発を図った。
　また、人権コラムにおいても、一事業としての位置づけをして推進した。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 重点的に進めてほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 文化活動を推進します

事業名 文化行事支援事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的 　音楽協会や文化協会などが行う行事へ人的、財政的支援を行い鑑賞機会の充実を図る。

事業の内容

　文化行事の企画、立案の支援や当日の運営補助、及び補助金の支出による財政的支援をす
る。
　文化行事としては、平生町文化協会主催の平生町総合文化展、平生町音楽協会主催の平生町
音楽鑑賞会とふれあいコンサート、町民音楽祭について、事務局として人的支援と、それぞれの協
会が活動の活性化を図るために補助金の交付を行う。

　文化協会・音楽協会

271 271 271

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平生町文化協会主催の総合文化展においては、自分たちの生涯学習の発表の場として、日頃
の学習の成果を展示された。出展については、団体の減少や会員の高齢化や減少により減少し
ているため、幼稚園児や小中学生の作品や一般からの自由作品を展示して町民の創作活動を盛
り上げている。生涯学習の発表という目標は達成できている。
　音楽協会主催で、音楽鑑賞会、ふれあいコンサート、町民音楽祭が開催された。音楽鑑賞会は、
芸術文化の意識高揚とともに、平生の子どもたちにすばらしい生の音楽に触れる機会をとの願い
からはじまり48回を数える。今回は２人の平生町出身歌手によるオペラのコンサートで555名の来
場で盛況であった。子どもの時にこの音楽鑑賞会を聴いて育った２人が出演者としてステージに上
がったという大変意義深いものであり、前日には母校を訪れ鑑賞会に参加できない子どもたちとの
ふれあいの時間を過ごされた。ふれあいコンサートは町内の小中高校が音楽によるふれあいをも
つための行事で、第29回となる今回のコンサートはゲストとしてスイング・スターズ・オーケストラの
ピックアップメンバー８人で構成されたスイング・スターズ・ディキシー・コンボを招き、音楽による交
流が行われた。町民音楽祭は、町内の公民館やコミュティセンターで活動している音楽団体の発
表の場として開催された。
　いずれの行事もボランティアでの運営を事務局として人的支援を行うとともに、活動資金となる補
助金を交付したことで成果を上げている。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見

団体の自主性、自立性を促すことも必要である。音
楽鑑賞会については、子どもたちに生の音楽を聞か
せるという教育的配慮に対し、評価している。継続し
て取り組んでほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 読書に親しむ環境を整備します

事業名 一般向け移動図書館事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的 　図書館に行くことが出来ないなど、図書館の利用が難しい人に、図書館のサービスを提供する。

事業の内容
　図書の利用促進及び住民サービス向上のため、図書館から遠隔地の人や高齢者などを対象
に、地元団体等（自治会・老人クラブ・介護老人施設等）と連携し移動図書館を引き続き行う。

　町民

- 　　　　　　　　　－ -

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平成２４年度は、佐賀地区老人クラブに移動図書館について説明をし、佐賀出張所に図書貸し
出しの申込書を用意したが、申込みはなく貸し出しの実績はなかった。
　平成２５年度は、介護老人施設と連携し、施設に配本する移動図書館を実施したところ、利用回
数　８回、３２２冊の需要があった。今後も、引き続き取り組みを継続する。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
貸出対象施設を広げるなど、継続して取り組んでほ
しい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 読書に親しむ環境を整備します

事業名 子ども読書活動推進計画策定事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

■単年度 □継続 実施根拠 ■法令等

事業の目的
　「第二次子ども読書活動推進計画」を策定し、本町における子どもたちが、読書に親しむ環境を
整える。

事業の内容

　第一次子ども読書活動推進計画の期間満了に伴う、第二次子ども読書活動推進計画を平成
２４・２５年度で策定した。
　平成２４年度は、策定委員会を設置し、第一次計画の進捗状況、効果、課題を検証することと園
児保護者・児童・生徒を対象にアンケート調査を行った。
　平成２５年度は、引き続き策定委員会を開催し、また、町内より素案をパブリックコメント（意見募
集）に付し、推進計画を策定した。

　町民

- 21 21

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する □現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する ■単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　策定委員会を設置し、第一次計画の検証及び第二次計画策定に向けての協議、アンケート調査
を実施した。
　園児保護者及び児童生徒対象にアンケート調査　回答者数／配布数
　　　　幼稚園・保育園保護者　　 56人／66人
　　　　小学校４～６年生児童　　327人／335人
　　　　中学校２年生児童　　　　 118人／118人
　　　　熊毛南高校２年生　　　　　 98人／100人
　　　　　　　　　　　　合計　　　　　599人／619人   　回答率 96.8 %
　アンケート結果については、集計と分析を行い、計画の策定に反映させた。
　平成25年度で、推進計画を策定した。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
計画の策定を受け、年次的に実効性のある取組を
進めてほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 読書に親しむ環境を整備します

事業名 親子で親しむ絵本講座事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的
　就学前の児童をもつ保護者を対象に、読み聞かせの大切さや絵本の選び方などの重要性を啓
発する。

事業の内容
　絵本作家や朗読ボランティア等を講師とし、就学前の児童をもつ保護者を対象に、保育園や町
立図書館などで、読み聞かせの大切さや絵本の選び方などについて講座を開催する。

　町内の未就学の子どもとその保護者

120 50 70

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　生涯にわたって、読書習慣を身に付けるためにも、幼児期の家庭での読み聞かせは重要で、ど
んな本を読んだらよいのか、またどうしたら子どもが絵本を読むようになるか模索している保護者
を対象に平成25年度は次の2講座を実施した。
　・「心を育てるこどもの本」　　　講師　　横山眞佐子さん
　　　　　会場　宇佐木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ(ふれあいの館)　参加者67人（保護者28人、子ども39人）
　・「絵本でリフレッシユ」　　　　　講師　平生町おはなし会の皆さん
　　　　　会場　平生図書館　　参加者17人（保護者9人、子ども8人）
　参加された保護者の意見として、継続の声があるので、一層の普及を図っていきたい。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
多くの保護者が参加できるよう、開催日時、会場等
十分考慮され、引き続き取り組んでほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 生涯スポーツを推進します

事業名

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　□できている ■あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

スポーツ推進事業（ファミリースポーツレクリエーション大会）

事業の目的
　3世代にわたる家族を中心とした地域の人々がともにスポーツ・レクリエーションを楽しむことを通
じて、健康・体力の向上を図り、生涯スポーツの気運を盛り上げるとともに、地域の交流を図り、こ
ころ豊かな地域づくりを目指す。

事業の内容

　体育協会をはじめ、スポーツ推進委員、スポーツ少年団、子ども会、老人クラブ、婦人会、商工会
女性部、PTA連絡協議会などの団体で組織されているファミリースポーツレクリエーション大会実
行委員会が主催する。　地区別の4チーム（赤チーム：宇佐木・竪ケ浜、青チーム：平生町・平生
村、白チーム：佐賀、黄チーム：大野曽根）に分かれ、老若男女が健康づくりのため楽しめる競技を
行う。

　町民

192 199 234

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平成２５年度は、悪天候で十数年ぶりに会場を体育館に変更して開催したため、参加者は例年
の半数にあたる約400名となったが、参加された皆さんは、狭い空間にもかかわらず、十分競技を
楽しまれていたように思われた。
　毎年、既存の種目内容を見直すことで、新しい競技を取り入れることにしており、平成25年度は、
障害のある人も参加できるようにディスクゴルフ(平成25年度備品購入)を行った。
　うどんなどのバザーの出店が中止となり、そうしたものを楽しみにしていた参加者もいると思われ
るので、今後の対応として検討する必要を感じた。
　参加者が子ども主体に固定化している点については、もっと幅広い年齢層が参加できるような内
容を検討することも必要と思われる。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
大会の意義の啓発や参加者を増やす工夫をしなが
ら、継続して取り組んでほしい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 生涯スポーツを推進します

事業名

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　□できている □あまりできていない ■できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

スポーツ推進事業（町内駅伝競走大会）

事業の目的
　スポーツの振興と親睦融和を図り、併せて生涯スポーツ推進の一環として町民のスポーツに対
する気運を醸成する。

事業の内容

　中学校を出発、佐賀小学校をゴールとする平生町内を走る全コース１４．９Kmの駅伝競走大会を
実施する。小学生・中学生女子・一般２部・一般女子の部は９区間で、中学生男子・一般１部の部
は５区間で行う。
　体育協会陸上部とスポーツ推進委員協議会が主管となり、多くのスポーツボランティアの協力で
運営されている。

　町内団体（学校、企業、地域）

867 402 121

事業の評価

内部評価 評価不能

- - -
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□さらに重点化する □現状のまま継続する ■見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　参加申請チーム数33チーム（小学校:6チーム、中学校男子:8チーム、中学校女子:5チーム、一般
１部:6チーム、一般2部:7チーム、一般女子:1チーム）で開催に向けて、準備を整えていたが、昨年
に続き、平成２５年度も悪天候により中止となり目標達成の判断はならなかった。
　駅伝運営には、中継所役員、交通安全指導員、集計担当等多くのスポーツボランティアが必要
であるが、近年、高齢化に伴う世代交代のための新たなボランティアの確保に苦慮している。
　加えて、佐賀地区の少子化が進み佐賀小学校の児童数が減少することで、佐賀小学校のチー
ム編成が難しくなることが予想されることから、区間数の減少等コースの見直しの検討が必要とな
る。

事業の方向性

外部評価 評価不能 評価委員意見 天候不順のため中止となり、評価不能とする。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 生涯スポーツを推進します

事業名 スポーツ推進計画策定事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

■増加 □横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等

事業の目的
　町民が「だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも」それぞれの体力・技術・目的に応じて、身近
な地域でスポーツを楽しめる豊かな生涯スポーツと元気なまちづくりを実現する。

事業の内容

　スポーツ基本法の施行に伴い、国は平成２４年３月に「スポーツ基本計画」を策定し、県は平成２
５年３月に「山口県スポーツ推進計画」を策定した。国や県の計画や動向を参酌して、本町におい
ても、平成２４・２５年度の２カ年で平生町スポーツ推進計画を策定する。

　町民

- 321 67

事業の評価

内部評価 A

- - -
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□さらに重点化する □現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する ■単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　町民のスポーツに関する意識や実施状況等を把握するため、平成２４年度に実施したアンケート
調査を基に現状と課題を把握し計画の策定を行った。
　本計画は、「スポーツで　人とまちをつなぐ　元気な平生」を基本理念とし、成人の週１日以上のス
ポーツ実施率を３人に２人（６５％）を目指し、３本の基本方針、１０本の基本施策で構成されてい
る。計画期間を平成２６年度から１０年間とし、中間年である平成３０年度に計画の総合的な検証・
評価を実施し、必要に応じた見直しができるものにしている。
　これによって、町民のだれもがスポーツに親しみ健康づくりに取り組むことができる生涯スポーツ
社会の実現に向けて、スポーツ施策を積極的に推進する基盤が構築された。

事業の方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 計画に沿った実効性のある取組を進められたい。
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（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 生涯スポーツを推進します

事業名 我がまちスポーツ推進事業

区分 □単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている □できている ■あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 ■法令等

事業の目的
　国体開催競技等を「我がまちスポーツ」として地元に根付かせ、スポーツの推進を図るため、地
域が主体となった「スポーツの定着・育成に向けた取組」を支援する。

事業の内容

　本町の「我がまちスポーツ」を「サッカー」と位置づけ、平生キッズとサッカーをする会とFCクレ
アーレが行う事業を支援する。
　県の「我がまちスポーツ推進事業」の採択のもと、それぞれの団体への補助金の内、2分の１が
県から交付されるものである。

　我がまちスポーツ推進団体

- 430 480

事業の評価

内部評価 Ｂ

- 215 240
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平生キッズとサッカーをする会が実施した「キッズサッカー教室IN平生」では述べ参加者72人、観
戦者110名、スタッフ39名で行われ、就学前の子どもたちがサッカーを通じて遊びとスポーツの楽し
さを経験することができた。
　FCクレアーレが実施した招待サッカー大会（参加選手200名、観戦者170名、スタッフ20名）及び
本町出身の元Jリーガーの横山　聡氏を招いたサッカー教室により、近隣市町チームの交流と教
室による基本の大切さや、すばらしい選手になるためには技術だけでなくマナーの大切さについて
も指導を受け、参加した中学生のクラブチームの選手たちにとって良い経験となった。
　以上、2つの団体によって、生涯スポーツの底辺拡大が図られ、この事業の目標を概ね達成した
と考えられる。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 事業の成果を検証されたい。

51



（課名）

社会教育の
基本方針

学校・家庭・地域が連携した生涯学習の推進と学習成果活用の促進

努力点 生涯スポーツを推進します

事業名 少年スポーツ教室事業

区分 ■単独

事業の対象

年度

事業費（決算額） 千円 千円 千円

決算額に占める
特定財源額

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要があるか）

□増加 ■横ばい □減少 □かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

□十分寄与する ■概ね寄与する □あまり寄与していない □できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

□十分できている ■できている □あまりできていない □できていない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか）

□十分できている　　　■できている □あまりできていない □できていない

　Ｓ　目標を上回る 　Ａ　目標どおり 　Ｂ　ほぼ目標どおり

　Ｃ　目標をやや下回る 　Ｄ　目標を大幅に下まわる

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

平成２５年度事業  評価シート 社会教育課

□単年度 ■継続 実施根拠 □法令等

事業の目的
　町内各スポーツ少年団と連携し、団の活性化や団員・指導者の技術向上、また、子どもたちが高
い技術に接することにより、夢や希望を感じ、将来に亘ってスポーツを続ける気持ちを支援する。

事業の内容

　年度ごとに実施する競技を定め、プロ選手等の優れた技術指導講師を招待して、スポーツ少年
団の活性化と子どもたちの技術向上を図るためのスポーツ教室を開催する。
　平成25年度は、町内の2つの軟式野球スポーツ少年団の共催による本町出身の元プロ野球選
手を講師に招き、少年野球教室を開催した。

　スポーツ少年団員、指導者及びその競技に興味がある児童

- - 150

事業の評価

内部評価 B

- - -
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□さらに重点化する ■現状のまま継続する □見直しのうえ、継続する

□事業の縮小を検討する □休止、廃止を検討する □単年度で終了

平生町教育委員会

判定説明考察

　平成２５年度から始まった県のスポーツ少年団活性化事業も活用して、元プロ野球選手の鍵谷
康司氏を招いて少年野球教室を開催した。教室には、スポーツ少年団員33名と公募した野球に関
心がある小学生5名が参加した。
　元プロ野球選手からキャッチボールに始まり守備、打撃までの技術指導と、スポーツを行うこと
の心構え等精神面での指導を受け、参加した子どもたちは技術の向上とスポーツに取り組む姿勢
について学ぶことができた。
　また、町内の2つの軟式野球スポーツ少年団が連携し実施したことで、子どもたちの交流を深め
ることができた。
　ただ、教室の途中で天候が崩れグラウンドコンディションが悪くなったため、予定した内容を一部
変更せざるをえなかったことが残念であった。

事業の方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
スポーツ少年団員の技術向上につながるよう、継続
して取り組んでほしい。
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